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事業特別会計予算に反対をいたします。 

○浅野敏明議長 通告による討論が終わりました。 

 これから採決いたします。 

 議案第11号について、予算特別委員長の報告

は、原案可決であります。 

 予算特別委員長報告のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立多数） 

○浅野敏明議長 起立多数であります。 

 よって、議案第11号は、予算特別委員長報告

のとおり決定いたしました。 

 次に、日程第24、議案第12号 令和４年度長

井市水道事業会計予算及び日程第25、議案第13

号 令和４年度長井市下水道事業会計予算の２

件について、討論の通告がありませんので、討

論を終結し、順次採決いたします。 

 まず、日程第24、議案第12号 令和４年度長

井市水道事業会計予算の１件について、予算特

別委員長の報告は、原案可決であります。 

 予算特別委員長報告のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○浅野敏明議長 起立全員であります。 

 よって、議案第12号は、予算特別委員長報告

のとおり決定いたしました。 

 次に、日程第25、議案第13号 令和４年度長

井市下水道事業会計予算の１件について、予算

特別委員長の報告は、原案可決であります。 

 予算特別委員長報告のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○浅野敏明議長 起立全員であります。 

 よって、議案第13号は、予算特別委員長報告

のとおり決定いたしました。 

 

 

 委員会付託の省略について 

 

 

○浅野敏明議長 お諮りいたします。 

 これから上程いたします議案は、委員会付託

を省略し、全員でご審議願いたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

 

 

 日程第２６ 議案第３５号 令和３ 

 年度長井市一般会計補正予算第１９ 

 号 

 日程第２７ 議案第３６号 令和４ 

 年度長井市一般会計補正予算第１号 

 

 

○浅野敏明議長 それでは、日程第26、議案第35

号 令和３年度長井市一般会計補正予算第19号

及び日程第27、議案第36号 令和４年度長井市

一般会計補正予算第１号の２件を一括議題とい

たします。 

 提案者の説明を求めます。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 議案第35号 令和３年度長井市

一般会計補正予算第19号についてご説明申し上

げます。 

 第１条、歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に210万3,000円を追加し、予算の総

額を歳入歳出それぞれ216億4,890万8,000円と

いたすものでございます。 

 このたびの補正は、歳出におきまして、個人

番号カード交付事業費を増額するもので、財源

は国庫補助金でございます。 

 第２条につきましては、繰越明許費を第２表

のとおりとするものでございます。 

 続きまして、議案第36号 令和４年度長井市
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一般会計補正予算第１号についてご説明申し上

げます。 

 まず、第１条、歳入歳出予算の補正につきま

しては、予算の総額に１億8,216万4,000円を追

加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ181億

8,216万4,000円といたすものでございます。 

 このたびの補正は、歳出におきまして、新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

を活用する事業費を措置するとともに、予算の

組替えを行うものでございます。 

 財源となる歳入では、国県支出金を計上する

とともに、基金繰入金を減額いたすものでござ

います。 

 以上、よろしくご審議賜りますようお願い申

し上げます。 

○浅野敏明議長 提案者の説明が終わりました。 

 これから順次、質疑、討論、採決を行います。 

 なお、申合せにより、委員会付託を省略して

全員による審議の場合、当日提案議案の質疑に

つきましては、一問一答の方式により行うこと

とされております。質疑の時間は１人当たり答

弁を含めて60分以内となっておりますので、ご

協力をお願いいたします。 

 まず、日程第26、議案第35号 令和３年度長

井市一般会計補正予算第19号の１件について、

質疑を行います。ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 それでは、討論を行います。ご意見ございま

せんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご意見もないので、討論を終結

し、採決いたします。 

 議案第35号について、原案のとおり決するに

賛成の議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○浅野敏明議長 起立全員であります。 

 よって、議案第35号は、原案のとおり決定い

たしました。 

 次に、日程第27、議案第36号 令和４年度長

井市一般会計補正予算第１号の１件について、

質疑を行います。ご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 それでは、討論を行います。ご意見ございま

せんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご意見もないので、討論を終結

し、採決いたします。 

 議案第36号について、原案のとおり決するに

賛成の議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○浅野敏明議長 起立全員であります。 

 よって、議案第36号は、原案のとおり決定い

たしました。 

 

 

 日程第２８ 諮問第１号 人権擁護 

 委員の推薦につき意見を求めること 

 について外２件 

 

 

○浅野敏明議長 次に、日程第28、諮問第１号 

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに

ついてから日程第30、諮問第３号 人権擁護委

員の推薦につき意見を求めることについてまで

の３件を一括議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 諮問第１号、諮問第２号及び諮

問第３号についてご説明申し上げます。 

 これらは、いずれも人権擁護委員の推薦につ

き意見を求めることについてでございまして、
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令和４年６月30日をもって任期満了となります

人権擁護委員の候補者として、諮問第１号では

引き続き小野卓也氏を、諮問第２号では引き続

き酒井かね子氏を、諮問第３号では新たに鈴木

くみ子氏を推薦いたすため、ご提案申し上げる

ものでございます。 

 以上、よろしくご同意賜りますようお願い申

し上げます。 

○浅野敏明議長 提案者の説明が終わりました。 

 本案は人事案件でありますので、質疑、討論

を省略し、順次、採決いたします。 

 まず、日程第28、諮問第１号の１件について、

原案に同意することに賛成の議員の起立を求め

ます。 

  （起立全員） 

○浅野敏明議長 起立全員であります。 

 よって、諮問第１号は、原案に同意すること

に決定いたしました。 

 次に、日程第29、諮問第２号の１件について、

原案に同意することに賛成の議員の起立を求め

ます。 

  （起立全員） 

○浅野敏明議長 起立全員であります。 

 よって、諮問第２号は、原案に同意すること

に決定いたしました。 

 次に、日程第30、諮問第３号の１件について、

原案に同意することに賛成の議員の起立を求め

ます。 

  （起立全員） 

○浅野敏明議長 起立全員であります。 

 よって、諮問第３号は、原案に同意すること

に決定いたしました。 

 

 

 日程第３１ 議会案第２号 長井市 

 議会委員会条例の一部を改正する条 

 例の制定について 

 

 

○浅野敏明議長 次に、日程第31、議会案第２号 

長井市議会委員会条例の一部を改正する条例の

制定についての１件を議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 議席番号15番、蒲生光男議員。 

  （15番蒲生光男議員登壇） 

○１５番 蒲生光男議員 議会案第２号 長井市

議会委員会条例の一部を改正する条例の制定に

ついてご説明申し上げます。 

 本案は、先ほどの議案第23号 長井市課設置

条例の一部を改正する条例が議決されましたこ

とに伴い、長井市議会委員会条例第２条に規定

している常任委員会の所管について、所要の改

正を行うためご提案いたすものでございます。 

 よろしくご賛同賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○浅野敏明議長 提案者の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。ご質疑ございませ

んか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 それでは、議会案第２号について、討論を行

います。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご意見もないので、討論を終結

し、採決いたします。 

 議会案第２号は、原案のとおり決するにご異

議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、議会案第２号は、原案のとおり決定

いたしました。 

 

 

 日程第３２ 議員派遣の報告 

 



 

―２５３― 

 

○浅野敏明議長 次に、日程第32、議員派遣の報

告であります。 

 別紙議員派遣報告のとおり、令和３年４月か

ら令和４年３月までに、地方自治法第100条第

13項の規定により議員を派遣いたしましたので、

ご報告いたします。 

 なお、報告には、議長の派遣、会派並びに議

員個人に対するものは含まれておりませんこと

をご承知おき願います。 

 

 

 日程第３３ 閉会中における継続調 

 査について 

 

 

○浅野敏明議長 次に、日程第33、閉会中におけ

る継続調査についての１件を議題といたします。 

 各委員会における所管事務について、お手元

に配付しました申出書のとおり、閉会中の継続

調査の申出があります。 

 お諮りいたします。 

 各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続

調査に付することにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、閉会中の継続調査とすることに決定

いたしました。 

 最後にお諮りいたします。 

 本定例会において議決されました議案の中で、

条項、字句、数字、その他整理を要するものに

ついては、会議規則第43条の規定により、その

整理を議長に一任願いたいと思いますが、これ

にご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○浅野敏明議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、整理を要するものについては、その

整理を議長に一任することに決定いたしました。 

 以上で本日の議事は全部終了いたしました。 

 ここで、市長から挨拶をいたしたい旨の申出

がありますので、これを受けることといたしま

す。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 令和４年３月定例会の閉会に当

たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 ただいまは、令和４年度の一般会計予算を含

め各予算案、また、重要な議案等々全議案、ご

可決、ご承認賜りまして、厚く御礼を申し上げ

ます。誠にありがとうございました。 

 この令和３年度を振り返ってみますと、令和

２年の年頭から国内でも感染が確認された新型

コロナウイルス感染症、その後、パンデミック

の宣言などもあり、東京オリンピック・パラリ

ンピックは１年延期になったわけでございます

が、私どももアフリカのタンザニア連合共和国

並びにヨーロッパのリヒテンシュタイン公国の

ホストタウンとして、これを契機に国際交流を

より活発化し、長井の次世代を担う子供たちの

ために資するような様々な交流活動、そして市

民みんなでオリンピックを楽しみ、パラリンピ

ックを楽しみ、そして、次の長井の未来へつな

げていこうという決意でございましたが、令和

３年度も残念ながら少し通常と変わったオリン

ピック・パラリンピックになってしまいました。 

 しかし、我々にとっては期待どおりのオリン

ピック・パラリンピックではなかったのですが、

このホストタウン事業を含めた様々な国のオリ

ンピック・パラリンピック事業に私どもも協力

した成果というものは、いろんな形でこれから

次の世代に引き継がれるものと考えております。 

 そういった状況ではございますが、この春か

らは、新型コロナウイルス感染症第六波がよう

やく収束が見えてきて、次のステージにと世間

一般的には言われておりますが、また違った形

での、これから私どもの新型コロナに対する対
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応の仕方がより鮮明になってくるのかなと思っ

ております。 

 そういった意味では、第４次の地方創生臨時

交付金につきましては、令和４年度に繰越しを

させていただきながら、令和４年度になってか

ら市内のこのコロナの蔓延期間で傷んだ経済を

少しでも立て直せるように、議会の皆様と共に

力を合わせて頑張る決意でいるところでござい

ます。 

 昨日23日の夕方、午後６時からゼレンスキー

ウクライナ大統領による日本の国会でのオンラ

インによる演説がございました。私どももまさ

か21世紀のこの時代に、かつての19世紀、20世

紀のような大きな国による一方的な侵略という

ものが信じられませんでしたけれども、ゼレン

スキー大統領からは、ウクライナの非常に一方

的なロシアの侵略による悲惨な現状、惨状を報

告いただくとともに、日本に対する感謝と、そ

れから今後のロシアへのさらなる経済制裁等々

のお願いなどがございましたけれども、長井市

議会でもロシアのウクライナ侵略に対する非難

決議の意見書等々を全会一致で議決して送られ

ているということではございますけれども、私

どもも改めて平和の尊さをしっかりと市民の皆

様と認識を共にしながら、こういった国家の侵

略、また、人権、財産をじゅうりんするような、

こんな悲惨な行為があってはならないというこ

とを共に皆様と誓い合いながら、今後こういっ

たことのないように、やっぱり私どもも一人一

人がそういった認識を持ちながら頑張っていか

なきゃいけないなと思ったところでございます。 

 翻って、この私どもの長井市、あるいは日本

の地方の現状でございますけれども、戦争とは

全く比較にならないわけではございますが、し

かし、私どもにとりまして、先の見えない、こ

れも人口減少、少なくとも20年、30年はどんど

んどんどん人口が減少していくと。それに伴う

地域の変貌と痛み、それに対して我々はどうい

うふうにして、今やれることをみんなで知恵を

出し合って、力を合わせて取り組んでいくかと

いうことが、改めて、この令和４年度の事業あ

るいはここ数年来の長井市の取組に、私として

は決意を表してるところでございますが、令和

４年度の施政方針のスローガンが「進化と共創

が紡ぐ未来へ」という、ちょっと詳しく説明し

ないと何のことを言ってるか分からないような

スローガンでありますが、今年度ですね、今年

度の、昨年の秋に、まずはスマートシティー長

井という５年間のデジタル技術を活用した市民

の暮らしをより快適に、あるいは課題を解決す

るような、そういった取組を認めていただきま

して、５年間で８億2,000万円程度の事業を採

択いただきました。 

 全国の市町村の中で、こういった複合的な取

組については、まだ30か所程度だと聞いており

ます。山形県では私どもが先陣を切ったわけで

ございますが、これは一つの例でありまして、

８分野12事業でございますが、特に、私どもと

しては、地域公共交通網のより利便性の高いシ

ステム、そして改善できるようなデータをしっ

かりと取る、ＭａａＳといった事業、また、こ

れから、恐らく今年４月から５月に向けて、新

型コロナウイルス対応の地方創生臨時交付金を

活用して、地域の経済活性策として商品券を市

民お一人お一人に県の支援もいただきながら、

4,000円程度、ぜひ配布させていただいて、地

元で買物や食事などをしていただく、これをき

っかけに、地域の経済の浮揚を図っていきたい

と考えております。 

 ただ、これを従来のやり方だけではなく、地

域通貨、ながいコインと併せて、ぜひこれを続

けていきたいものだと思っております。 

 一般質問の中でも、商工会議所のほうで各商

店街等と青年部会等が中心となりまして、様々

なＢＵＹ長井プロジェクトという、地元で買物

をしましょうというような取組も進めておりま
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すが、これはながいコインと通ずるところがあ

りまして、それに加えてボランティア活動やら

環境に資する様々な取組、また自分の健康維持

のための取組、そういったことなどもポイント

として付与することによって、そのポイントで

地元の加盟店でお買物、飲食等々ができると、

そういったもの等々、あるいは子供たちの見守

りのシステムであったり、有害鳥獣を防ぐ、あ

るいはいざというときの災害等々の情報、デー

タが全て監視できるような、そういったシステ

ムも含めて取り組んでまいります。 

 加えて、観光交流のほうももう今年で４年目

になります一般社団法人やまがたアルカディア

観光局でございますが、今年から小国町が加入

して、２市３町でいわゆる地域を単なる観光で

はなく、交流を踏まえながらこの地域を人と交

流していただきながら、ファンを増やす、そし

て移住定住を促せるような、そんな取組等々も

進めていく旨、ポストコロナ以降は一気にこれ

らの事業が展開できるように頑張っているとこ

ろでございます。 

 そして、もちろん、長井の基幹産業であるも

のづくり、農業と製造業につきましては、なか

なか米価等々で厳しい実情もありますけれども、

何とか農業者、あるいは農業団体の皆様と共に

力を合わせて国に対して様々な意見を申し上げ

ながら、打開策を検討しなきゃいけないと思っ

ておりますし、製造業につきましても新型コロ

ナウイルスのパンデミックになったときに、改

めて国でもサプライチェーンの在り方、あるい

は気候変動による災害に対するリスク分散とい

うことから、地方への工場等の立地、あるいは

本社の移転等々に対して多くの補助等が用意さ

れているようでございますので、ぜひこういっ

た制度を活用しながら、これからの長井の経済

を含めた次の世代へのデジタル田園都市国家構

想のような新たなビジョンを持って進化を続け

ていかなきゃいけないと思っております。 

 そして、もう一つは、この４月から一般社団

法人として本格的に活動する長井市コミュニテ

ィ協議会でございます。やはり私どもは、この

30年間の中で、30年、40年の中で大きく人口が

減っているということももちろんですが、地域

の実態が変わっております。長井市、約１万世

帯のうちの2,500世帯が独り暮らしの65歳以上

の方、65歳以上の夫婦と統計上は出ております。

実に４分の１世帯がお年寄りだけの世帯である

と。 

 こういったときに、いざというときに、ある

いは日頃の買物も含めた様々な暮らしの中で、

いろんな不便、大変なことが生じております。

これは、我々行政が、あるいは行政の外郭団体

だけでこれに対応するというのは、もちろん難

しいわけでありまして、社会福祉法人あるいは

民間の皆様のお力を借りて、今、何とか保って

るわけでございますが、これも今後ともこのま

まで果たして大丈夫なのか。やはり地区公民館

を教育委員会部局から市長部局に移しコミュニ

ティセンター化しまして、コミュニティセンタ

ーを地域のまちづくり、地域づくりの核として、

そして、地域の住民と共にお互い支え合う、そ

んな地域づくりの在り方が必要だと思っており

ます。 

 こういった進化と共創でぜひ、時間はかかり

ますけれども、人口減少を緩やかにしながら、

しっかりと次世代につなげることができる持続

可能な地域づくり、社会の在り方を市民の皆様

と、そして議会の皆様と共にチャレンジしてま

いりたいと思います。 

 そういった意味では、令和４年度は新たな

様々な、また別のステージへのチャレンジだと

思っておりますので、ぜひ議員各位をはじめ、

市民の皆様のご理解、ご協力を賜りながら、私

ども長井市役所職員一同、力を合わせて頑張っ

てまいりますので、今後なお一層のご指導、ご

鞭撻賜りますようお願い申し上げ、結びに、長



 

―２５６― 

井市議会のさらなる発展と議員各位の皆様のま

すますのご活躍、ご健勝、ご多幸をご祈念申し

上げまして、一言二言のご挨拶とさせていただ

きます。今後ともどうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

 

   閉     会 

 

 

○浅野敏明議長 これをもって令和４年３月長井 

市議会定例会を閉会いたします。ご協力誠にあり

がとうございました。 

 

 

    午前１１時３２分 閉会 
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